
会報 「石川守る会」
NQ 6 1998・ 6・ 20

石川県重症心身障害児 (者 )を 守る会

会  長   益 子 佳 苗

一気に増えた “新 入 会 員"

昨年か ら大切な活動と位置付けていた新 しい会員の拡大が、一気に進みました。

「石川守る会」副会長の越坂さんが医王病院の親の会の方々と、何度も会の主旨

や活動について話す機会を持ち、疑問点も出してもらいなが ら地道に活動を続けて

きた成果です。また、昨年 11月 に行なった療育相談を受けられた方 も入会されま

した。私達の重症児をまもる様々な活動が家族の方々に受け入れ られ始めてきてい

_る ようです。 これからも新 しく仲間になった会員の意見も聞きなが ら運動を進めて

いきたいと思います。

新入会員の紹介

全国守る会・石川守る会 正会員

山岸徹  紺井実  堂本禎三 千田治雄 桑本アヤ子 坂本敏雄

野田史洋 山田清美 高畠真知子 河合松太郎 恒田勝久 城悦子

葛城 (川場) 松田美枝  西森淳子 中村 (山 本) 山田美智子

南重行  村井藤一 田川大  石川信 柏木 (吉原) 増村茂樹

石川守る会 賛助会員

中野麗子

現在 「全国守る会」の正会員 39名 (在宅 13、 施設 26) 賛助会員 8名 にな

りました。 「全国重症児を守る会 石川支部」の結成に向けて、会員のさらなる拡

大と活動内容の充実にむけて今後とも役員一同気を引き締めて努力するつもりです

みなさんのご協力もお願いいたします。
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施 設 見 学 に 行 つ て き ま し た

5月 26日 明和養護学校の訪問学級の遠足をかねて

4月 に小松で開所した石川県で 5番 目の重症児施設で

ある「小松療育園」の見学に行つてきました。

新しい施設だけあつてさすがにきれいできめ細かな

配慮が随所に見られました。鉄筋コンクリー ト平屋建

で居室は 2人部屋が 7室、 4人部屋が 9室ありました。

また、理学療法室、レントゲン室、CT室などもあり

お医者さんが常駐しているとのことで安心です。地域

交流スペースがゆったり確保してあり、床も板張 りで
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冬は床暖房がはいるそうです。居室も “やまびこ通 り" “せせ らぎ通 り"な どと

名付けられていて和室や洋室など入所者の実態や好みに応 じられるようになってい

ました。重症児の入所のほかに通園サービスや地域療育支援サ ービスやショー トス

ティなどの事業 もしているとのことです。

お母さん達は「明るくてきれいでいいね」「お医者さんがいつ もいて くれるのは

安心だね」 「ショー トステイの部屋に吸引や酸素のバルプがあるのもいいね」など

の感想が出されていました。
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右 ノII守 13会 」 今 年 度 の 活 動 計 稲師

・ 行政担 当者 との懇談 一一 アンケー ト結果をもとにして

・巡回療育相談の継続

・親子の集い

七尾、加賀、金沢

逸`

。富山県 レスパイ トサービス事業見学

。「重症心身障害児 (者)を守る会」全国大会参加

6月 20日 ～ 21日   滋賀県大津市

動 か か2弱目きまじた

昨年 12月 にみなさまのお手元ヘクリスマスカー ドといつしよにサ ンタさんか ら

紙人形 と四季折々の素敵なちぎり絵のしお りが届けられました。そのサ ンタさんは

会員の藪下さんでしたが、それから6ケ 月、筋ジス トロフイー症のお身体にもかか

わ らず、少 しでもみなさんのお役に立ちたいとバースデイカー ドや小さな小物など

を沢山作って送つてくださいました。楽しみに待っていて下さい。藪下さんの暖か

い真心に支えられ、事務局でも精一杯会員のみなさまに喜んで頂けるよう努力させ

て頂きたいと思つています。
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資料  重症児施設入所の場合の費用とその負担方法

(平成 10年 4月 現在 )

[施設入所の費用 (1人月額)]
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〔負担の方法〕

家庭負担金

(徴収金)

本人の年齢や、所

得により負担額

が異なる

健 保 負 担
襟|_

事1人
院医
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入院時食事療養費

422,800円 以上
(自 己負担分 63,600円 )

地方自治体負担

500/。

国の負担 50%
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大津で全国大会開かれる

6月 20日 ～21日 大津で「第 35回重症心身障害児 (者)を守る全国大会」が開催さ
れました。石川からは副会長の山本さん、越坂さん、理事の石川先生、西日、石川療
育センターのわき本さん、村田さんが参加しました。

会場は大津プリ・ンスホテルで全体会はすばらしいコンベンションホールにほぼ満席
の状態で始まりました。千人を越すと思われる参加者に会場は熱気充ち溢れていまし
た。記念講演は30年以上重症児施設旭川児童院で重症児にかかわってこられて、現
在院長の末光茂先生のお話でした。「重症児をわが光として」という演題で 30年前
重症児にかかわるようになったいきさつから、ご自分が深い影響受けたびわこ学国の

糸賀一男先生や岡崎英彦先生の教えなども話されました。
「重症児は重症児の存在そのもので光っている」「精一杯、生きている姿そのもの

が光っているのである。」と言われたことが印象的でした。
その後 6分科会にわかれて討論がなされました。くわしくは後日出される「両親の

集い」をご覧ください。                          ・


